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三菱原子燃料株式会社の容器承認申請 

（ＭＸ－６Ｐ型）についての審査結果 

 

原規規発第 2212196 号 

令和 4 年 12 月１9 日 

原 子 力 規 制 庁 

 

１．審査の結果 

原子力規制委員会原子力規制庁（以下「規制庁」という。）は、三菱原子燃料株式

会社（以下「申請者」という。）の容器承認申請書（令和 4 年 10 月 31 日付け三原燃

第 22-0311 号。以下「本申請」という。）が、核原料物質、核燃料物質及び原子炉の

規制に関する法律（昭和 32 年法律第 166 号。以下「法」という。）第５９条第１項

の技術上の基準として定める核燃料物質等の工場又は事業所の外における運搬に関

する規則（昭和 53 年総理府令第 57 号。以下「規則」という。）に適合しているもの

であるかどうかについて審査した。 

審査の結果、本申請に係る輸送容器（以下「輸送容器」という。）は法第５９条第

１項の技術上の基準に適合しているものと認められる。 

具体的な審査の内容等については以下のとおり。なお、本審査結果においては、

法令の規定等や本申請の内容について、必要に応じ、文章の要約、言い換え等を行

っている。 

本審査結果で用いる条番号は、断りのない限り規則のものである。 

 

２．申請の概要 

本申請は、法第５９条第２項の運搬に関する確認に先立ち、同条第３項の規定の

適用を受けるため、第２１条第１項の規定に基づき、輸送容器が規則に定める技術

上の基準（容器に係るものに限る。）に適合していることについて確認を求めるもの

であり、その概要は以下のとおり。 

（１）輸送容器の名称 

ＭＸ－６Ｐ型 

（２）核燃料輸送物の種類 

Ａ型輸送物及び核分裂性物質に係る核燃料輸送物 

（３）承認を受けようとする容器の数 

2 基 

（４）核燃料輸送物設計承認番号 

Ｊ／２０３７／ＡＦ－９６ 
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３．審査の方針 

輸送容器は、核燃料輸送物の種類がＡ型輸送物及び核分裂性物質に係る核燃料輸

送物であることから、第５条に定めるＡ型輸送物に係る技術上の基準及び第１１条

に定める核分裂性物質に係る核燃料輸送物の技術上の基準のうち、容器に係るもの

に適合していることを確認することとした。 

輸送容器は、「核燃料物質等の工場又は事業所の外における運搬に関する規則等の

一部を改正する規則（令和 2年原子力規制委員会規則第 20 号）」附則第２条及び「平

成 2 年科学技術庁告示第 5 号（核燃料物質等の工場又は事業所の外における運搬に

関する技術上の基準に係る細目等を定める告示）及び平成 2 年科学技術庁告示第 7

号（放射性同位元素等の工場又は事業所の外における運搬に関する技術上の基準に

係る細目等を定める告示）の一部を改正する告示（令和 2 年原子力規制委員会告示

第 13 号）」附則第２条の規定に基づき、改正前の規則に適合していることを認めた

核燃料輸送物設計承認書（令和 3 年 3 月 11 日付け原規規発第 2103111 号。以下「設

計承認書」という。）の交付を受けており、輸送容器の設計及び核燃料物質等を輸送

容器に収納した場合の核燃料輸送物の安全性等に関する確認を終えている。 

したがって、本申請の審査においては、輸送容器に関して、製作の方法、設計及び

製作の方法に従って製作されていること、設計及び製作の方法に適合するよう維持

されていること、品質管理の方法等を確認することとした。 

 

４．審査の内容 

申請者は、輸送容器に関し、令和 4 年 9 月に製作が完了したものを使用するとし

ており、輸送容器に係る製作の方法、設計及び製作の方法に従って製作されている

ことについては、製作時に容器製作者が適切に製作（製作の方法を含む。以下同じ。）

したことについて確認したとしている。また、定期自主検査を実施することにより

設計及び製作の方法に適合するよう維持するとしている。 

 

（１）容器製作者が輸送容器を適切に製作したことについて 

申請者は、輸送容器製作時に容器製作者が適切に製作したことについて、申

請者自らの品質マネジメントシステムに基づき、品質保証計画を策定し、容器

製作者に対して品質監査を行い、適切な品質活動がなされていたことを確認し

たとしている。 

また、容器製作者が実施した材料検査、寸法検査、溶接検査、外観検査、耐圧

検査、気密漏えい検査、遮蔽寸法検査、吊上荷重検査、重量検査、未臨界検査及

び取扱検査について、記録確認により、容器製作者が輸送容器を適切に製作し

たことを確認したとしている。 
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（２）設計及び製作の方法に適合するよう維持されていることについて 

申請者は、設計承認書の保守条件に従って、原則として１年に１回以上の頻

度で定期自主検査を実施し、輸送容器が設計及び製作の方法に適合するよう維

持するとしている。 

 

規制庁は、輸送容器について、以下を確認したことから、法第５９条第１項の技

術上の基準（Ａ型輸送物及び核分裂性物質に係る核燃料輸送物であることから、改

正前の規則第５条に定めるＡ型輸送物に係る技術上の基準及び第１１条に定める核

分裂性物質に係る核燃料輸送物の技術上の基準）のうち容器に係るものに適合して

いると判断する。 

◯申請者は、設計承認書の交付を受けていること。 

◯申請者は、申請者自らの品質マネジメントシステムに基づき、容器製作者に対

して品質監査を行い、適切な品質活動がなされていたことを確認していること。 

◯申請者は、容器製作者が製作時に実施した検査について、記録確認を行い、容器

製作者が適切に製作したことを確認していること。 

◯申請者は、定期自主検査を実施し、輸送容器が設計及び製作の方法に適合する

よう維持するとしていること。 

 

５．その他 

原子力規制委員会は、容器承認書交付後の輸送容器を使用した核燃料輸送物の運

搬においては、運搬する核燃料物質等及び核燃料物質等を輸送容器に収納した核燃

料輸送物の発送前の点検（外観検査、線量当量率検査、未臨界検査、吊上検査、重量

検査、収納物検査及び表面密度検査）について確認することとなる。 


